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多摩の野草 ④ 


ラン科 

エビネ 撖 影:宮城六郎 

キンラン 撮影:宮城六郎 
ギンラン 撮影:天野延代 

ササバギ H 郎 

かっては、新緑の頃の多摩の谷戸のどこ 
にでも見られた花であった。それが1か所 
消えまた1か所といつの間にか乱獲され 
自生しているエビネを写す機会がなくな 
ってしまった© 

キンランも乱獲された花の1つ。やはり 
多摩の雑木林の中にギンランと共に咲 
いてレゾこが I 、まではほとんど見られない0 
ササバギンランは、花よりも葉のほうが 
商く伸びるのが特徴。ところが、昨年は 
幸運なことに 2 か所でキンランにお B に 
掛ることができた。そのうちの1か所は、 
次の日になくなっていたという話を教えて 
くれた人から聞いた。 


ササパギンラン（左 ） i 
キンラン（右} 




宮城六郎と自然写真の会 













♦ Tea Time ♦ 


ころに花をさかせませう 


独( II 的な作風で知られるパンフラワー作家、結城公子さん（米 WJ 3 丁 B ) の新作は、 
まるでパンフラワーの原点に帰ったかのように r 花と果物」がテーマとなった。 
しかし、本物をどれだけ忠划こ冉現できているか、という兑方はもはやナンセンス。 
小説や絵!# i 、 映州も荇楽も、すべて人の手によって「 m られたもの」だったはず。 
天然の美を踏まえ、そこに独自の風を吹き込む結城さんもまた「創る」ひとなのだ。 


































多摩壮士舎 薔麦本陣 

羽衣町 3 . 11-16 « 29 - 3 拥 3 
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苦節十年、修業をおえて 
独立した店主が求めるものは 
まずもって、本格「せいろ」から 




表彰者 

(联不間•软称珀) 

饵齡♦涵芝玆は竿成8年1相現在です 


文化芸術活勦荚励賞 


•渡辺宏美 56 炫砂川町 

秋 S 犋芸術筠路溘会主催第 15 回秋田全 11 ] 箝 
闰コンクル H 母秀指與者 S を受 
•立) II 市連合水墨画会⑽体 23 年問 
数クループからなる冏好の市择が具&に文化 
活動にいそしんで交流の格を固めながら長年. 
市民文化祭に水先参加をしている 7 
• 立 JH 芙術公洄体） 47 年問 
美術の向上と会《相互の親睦を図りながら， 
年数画の美術展を開傻し、文化と说いのある 
街づくりに g 献. 


バッ活動奨励赏 


•岡部将史 23 绫宙士見町 
日本穷年団協雄令、日本；年館.東京都教育 
委具会主催第 45 回全 ffl 苒年大会の水汉较技 
会に铒代表送手として參加し.男子 50 m バタ 
フライ.男子 200 m メドレーリレーで優勝。 
•增田栄治 50 歳钸町 
東京锒ァマチュアダンス協会主催.第 24 回弟 
京都民スボーツダンス大会 1 扱跹モダンのクラ 
スにおいて約 90 相の頂点に立つ. 

•岡部 J 4 BJ 51 淥西砂町 24 年問 
少年野球チ-ム西砂サンダ-ス監 S として 
垅域の小学生の指#に寅献:： 

•比留間正義 48 歳羽衣町 25 年間 
昭和 46 年 4 月より現在に至るまで.涊衣町体 
宵会役 S として地域スポーツ搛興と.体亩会 
発展に努力している。 

•堀田弘 54 歲一番町 24 年間 
少年野球チーム松中^ファイターズ監 tf として 
昭和 47 年から子供たちを指導 3 
•立川クラブ八丁会（団体| 34 年問 
立川 m 在住在勤の選手で搆成された軟式野球 
チーム e Ttl 民の W 挺となるチーム作りと、立 
川市の野球苔及に霣猷。 

• 立川太®会〈団体） 27 年間 
昭和 44 年以来太極拳を通じ.地域活動を铳け 
て現在は年 3 回、市の太極拳教室ゃ遑成館、装 
垵体有館で各週一回づつの教茧を持ち、太格 
举を m 民链來の坩進の為に努力している u 



月刊 • えくてびあん-立川と結ろろ • 立川に生きよろ 



近洎、そばに洁落を傾けるお客が多くなった.-その声;こ応 
じられるだけの実力を，そば店もつけていなければならない 
時代になって来たわけだ e 

r 繫受本陣」が志をも v て開店したのが蚱耷5月：はやくも 
評判をとっているのは.やはり「笑力」であろう。店主の小 
川信昭さんは十年に余る你钵時代を餞て B » n て独立にこき 
つけた:^ちなみに，小川さルは立川有ち：:三中卒楽'である 
という0 

筇ロー#「せいろを召し上がゥてみてください」とは.や 
はり味，香りと衡安そのものに自信があるのであろう （6 W 円し 


さらに.おすすめは「おろしそば」写! H - 900 円）,， 

大棂おろしに、そばつゆ、ねぎと辉節を加えて、そばをか 
らめて食べる n おろしに使う大根は、今日ではあまり見掛け 
なくなったねずみ大根（からみ大根）を長野や秋田からとり 
寄せているという，小川さん、自信の一品である,， 

近いうちに自家昶枒 t 二して、そばの香りをもっと楽しんで 
いただきたい.と埔店 2 年目;こしてこの;&気込み。 

また、そばに合う辛口の地酒も数槿知おいてあり〈一合 
600 円から：それぞれに楽しむことが出来る， 


•加藤済 67 銥 8 年問 

地兀町会内にある公®涡播のボランティアを 
输けている。 

•佐伯呉之 62 进柴烚町 20 年間 

立川孚 S 友の会の会百で.初心者の指治や逄 
ぎを持った人が达域で生活する為の抜助特 
にろうあ者へのボランナィアサービス〇又、 
公的な大会（成人式、棍?止：人会、 3 溴会など） 
などの手菇滿訳をしている。 

• P 塚朝子 85 歲国立市 22 年間 
古切手再利用のための睽理や旅沒入所者の菇 
し相手ホム喫茶の手伝い。父.立川 ili 社 
会福扯協通会のバザーへ栊出するための小物 
作りなどの活動をしている。 

•深町文子 72 ® 高松町 21 年問 
昭和 50 耳:頃から荩齡社会を見通し健康で年 
を主ねるためには何をするべきか考え.一人 
葛らし老人への拾食食）連動の從要や. 
現在フ I ローホームズボランティアグループ 
の代表として施設のお年吞りのためのボラン 
ティアコーディネイトを行っている〇 
•!£ 大写本ぐる一ぶ r ふうせん」 ：0 体: 12 年問 
视货陏吝（弱視）者のための文字や 21 の拡大 
サービスなどの活動をしているし 
• 立川市朗 S サークル「こえ』 （ S 体〉 18 年問 
r 広報たちかわ j 『市逋会だより」の録&発 
送や，自主テープ「こえのたより J 作成発 iL * 
又、老人ホーム訪問し，鞔み闉かせ菇し相手 
などの活動をしている。 


•大久保晋 31 哉一番町 2 年問 

地域の安全と連携のために、 r 手づくり新 si 』 
(けいさつこうほう n 在所だより）の発行と 
配布〈毎回 2700 部）や児逢.生徒の育成 
への助力、地域の生活 • 逋垅整備と配慮と 
実践などの活動をしている B 
•藤本秀三保 74 通曙町 10 年間 
昭和 60 年 4 月より平成 7 年 3 月まで 10 年間.民 
謀を通じ地域活動に 

•芙波秀千忠 67 成羽衣町 14 年間 

14 ¢匍に渡り町会の槪狀会で城を打ち枝け、 
r 漭衣三丁目民菇太 aj では，町会の方々に 
月 3 回の指濤をしている R 
•立 ill 市立立 ill 第九中学校 PTA 刪 16 年間 
文化祭での檳股迗や行*などを協力し、学校、 
地域の発展，生從の箱全育成に大きく貢®::又 
SPTA 連合会研究会で発表及び表彩状受 » 3 




地域活動に寅献した「立川人」に贈られるコミュニティ奨 
励宵。今年は20人に決定し、3月16日、アミューたちかわ（市 
民会館）小ホールにおいてその表彰式が和やかなうちにも厳 
粛におこなわれ、立川文化の担い手が新たに誕生したことを 
軎びあった。 

「この黄はこれまでの業續に対する評価もさることながら、 
これからの活動が期待されている。大いにリーダーシップを 
発揮されて、立川文化の牽引車になって頂きたい」（審査委 
員長•総評より）の首葉どおり、これからの実践力にかかる 
期待は大きい。 

を台はと貝つの がにか にに域スれのをィし 
手上少移のぎ表開 'はわ会蟫分活ポて活数契て立 
渡へ々り紹に杉公顔、^場いけ動丨い動え呦お川 
さ° 55 、介今経のを立立にたらとツるにる贫こ市 
れ文張名 a 回遒锌そ川川なのれそ活奨尽°のな地 
る化し前そののにろの市っはての動励力毎表わ城 
と財たをし審報つえ乂：民て®い内’赏さ年彰れ文 
、団面発て査告づた： 7 会い人る容莕 3 れ、式て化 
舞理持表表にがい°を館る13 °は行文た立もい佐 
台事ちさ彩あおて 支&ア f 今、活化人川、る興 
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びあ 

參#籲_籲參參 

人がゐて、街があります。 

あなたがゐて、立川があります。 

そこにちょっとだけ、えくてびあん/ 

リストのお店にはいつでもえくてびあん/ 
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生まれ変わりました。 

\ ! 


ふれあいさわやか 



山粲中夬级汗 

•立 

〒 19 〇扣 110 «松町 216-13 TEL 0425 26-1571 


ク多ン子イール 

JR 立川駅南口諏訪通り S 22-0729 


地域活動奨勤霣 


善行活動赛励 ■ 


今から十|年前，人生の一つの転«|とも3 

うべき定年を迎えました。その時、自分自身 

に対し幾つかの課題を与えました。 

r 挑我する人生』といいますと、少し大げさ 

に聞こえるかもしれませんが*ともすれば不 

規則で無気力になりがちな£年後の生活に、 

張りと活力を持たせょうと思ったからです。 

それはスキ—一級に合格することであり、 

澳字と®名の習す五段に歼進することであり 

ました。 

そして、 もう 一つに作家でまた登山家でも 

あった故深田久镅氏の rn 本 n 名山」、その 

百名山の全山踏破があったのです。 

その時既に北は利尻岛の利尻&から、南は屋 

久烏の宮ノ浦岳まで、：！：本列烏の各地に位 R 

する名山四十八座に登っておりました。 

そして私が六十八^になった1 *. 年の八月、 

IT 番 m の山となった戸隐*峰の*高峰高*山 

に向かったのです。 

初日は戸隠キャンブ埸から大洞沢に沿〇て 

登り、一不動の非雒小屋に泊ま^ H した。 

幸いな事に 二 n 目も晴れ、黑®山の上の空 

が赤く染まっておりました。 

この山は昔から山伏や ft 駿#が ft •拝してい 

ましたので、石塔に一合目、 二 合目の代わり 

に卜-|!:仏の名が刻まれておりました" 

i ぞ動から 二 釈迦、三文殊、四珑货、五地* 

と®り厳しい登りに财え、六弥勒、七蔡師、 

八覜音、九勢至を経て、阿弥陀如来を Ijt る热 

#山の山 II に辿り着きました。そこは箱やか 

な苹原になっており、クルマユリやハクサン 

チドリなどの高嶺の花が a かく迎えて呉れま 

した0 

そこから®に北に進み、大小搽々な石が重 



なり含つた山頂の I 番はじに»かれた三角点 

を踏んだ時、何ともいえない感激で胸が热く 

なりました。 

健康で粘り強く常に挑赃する気«を持つて 

登り練け、成就の喜びと共に、これまで私を 

支え勑 まして くれた友人や*、それに息子た 

ちの協力に深く!®*いたしました。 

III 頂からの展望は特に紊吶らしく、近くに 

は妙商山や火打山が，速くには5を頂いた北 

スの山々が、はつきりと®なつて見え 


一つの山を見ていますと、その時 

行の辛かったこと、楽しかった事 

の版裹に«って签りました。 

一 <- fs で来たのだから、在^山につつ まし 

ずくょぅに 控えている、乙紊山に も ft 

邡登ろ^>と思いました r 

#細々としてはいましたが、考えていた 

4りと裱いていました。途中に小さ 

ハ•:±1湿;*や，きれいなお花畑 も あり、雪 もま だ 

残せ^:払りました。 

r # 間程で箱いた山頂には、十三番目の仏 

搽である虚や藏菩睐を祀った石の iii と、一本 

の木の棵诹が is かれていました， 

私以外の人影も無く、ただ無数のトンボが 

飛び交っているだけでした。 

「私の百名|11」速成の*後に、この静かな山 

を選んで本当に良かったと思っています I き 

っと今でも静かなたたずまいを a せているこ 

とでしょラ。 

私はこれからも、挑我と成就の#びを求めて、 

これまでの習字やスキ—の技術をますます商め、 

季節と共に変わる山の表情を S ねて、登り械 

けて行きたいと願つています。 


を決めるのもそこに住む人と考え 
ると"こういつた人たちはまさに 
街の財亲といえるかもしれない。 

善行活動焚励*は锢人4名と2 
団体の表彰。 

今年はお^^りの身の回りの介 
S に m 係する话動や、視 K 觉に障 
客のある人たちのためのボランテ 
ィア活動が多く見られた。同じ地 
域に暮すものとして"ごく0然に 
ボランティアをつづけている方た 
ちは•问じ立場で S 解しあう.とい 
う意雄で活動をしているという。 

立) II 市朗統サークル「こえ」は 
市の発をテープに吹き込んで、 
悅觉に障客のある人たちにとどけ 
ている。また、朗较を録 t したも 
のを「こえのたより」として発送 
している。 

地域活動奨励* f 個人3名と1 
団体が受賞。 

個人では民 S や太鼓の指導を il & 
じて«域活動に貢献した方や、本 
誌でも昨年とりあげた「手作り新 
W 」 で地域に取り組む駐在さん" 
団体では立川9中の PT < のグル 
—ブが、学校 m 係にとどまらずに 
地域の活動に稹極的に取り組んで 
受赏" 

表彰がおわり、受貧 i 念被® 
ブ D グラムでは表彰?？ • の藤本さん 
の•二味線や美波秀さんの太鼓など 
の演奏、立川太極拳の演舞、朗装 
サ ークル 「こえ」のうい ろう 売り 
の科白などにぎやかに表杉式を盛 
りあげ、拍手をあびた9 

表彰式も終了して、あらためて 
地域に取り組む人の多いことを実 
感。街は人によつてつくられ、ま 
た勘いているのだということ"出 
席した人たちは立川文化の担い手 
の逛生を良び、その余韻が残る小 
ホ—ルをあとにした P 


真如苑だより 

まあたらしい服に身を包ん 
で歩く新人たちと，大空を泳 
ぐ鯉のぼりの姿が《つて，5 
H は•希といぅ B -桀が似 
合います0爽やかな午後のひ 
と#を，どぅぞ輿如苑で” 

♦日時 5 C 19 日 <〇3 
if ■後2時一 4 

♦御本尊、奥如宝物®をはじ 

めとして、映画など盛りだく 
さんの用*がしてごさいます e 
♦お申し込みは「えくてびあ 
ん•コンパニオン」{本誌を f - 
渡してくれた人> へ 

如- 



東風 

日本百名山と聞けば、そう大し 
たことではない本っに早又る。だが、 
百*を»破するのは•なまなかの 
決心では完成しないだろう。第一、 
百名山だけ登〇て"あとの山は見 
向きもしないというわけにはゆく 
まい。 IIJ 好きの心? I とはそういう 
ものであろう U 3依から5倍の登 
m をはたしているのではないだろ 
うか ♦ 今月、エッセ—を寄稿して 
m いた小安崇さんから百名山の 
逯成を聞いて、その持久力に脫相 
したが、 f 本家」である深 In 久瘺 
氏の本が〕冊、工房の本棚から a 
つかった。 r 九山山 W 夜話 j (朝 
日斯聞社刊)がそれなのだが、内 
荇を肢見すると、山岳と文学を結 
びつける粘り強？には今更ながら 
驚かされる。特に、ヒマラヤに閱 
する研究では a 時、世界屈指では 
なかったろうか♦へ/□でも久彌氏 
の r 日本百名山 j はよく？ PK まれ、 
i のほまれ离い一冊だが、発充 
まもなくの頃、文学 It をとつてい 
るはずである。それが 51 き金にな 
つて、氏のところへ「今度は世界 
百名山を#いてみては？」という 
誘い^^からうけたそうである U 
久彌氏は答える。「とんでもない。 
世界の山々をそう W 単に見られて 
は W る」と"さりげなく断わつて 
いる。久彌氏の rH 水 ri 名 111 j は 
すべて「足」が»かせたものであ 
るという SE 拠であろう♦ひとつの 
「世界」をもつということは素暗 

らしい。眼前に小安粜さんのよ 

うな立川人がおられると*こころ 

踊る♦えくて r / あんどちらをみ 

ても山笑ふ 
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【フタモンアシナガバチ】 

ハチ目スズメバチ科 

アシナガバチやスズメバチは家族生活をする«度 
に進化した觅虫です。 •# 四！： T :、 冬眠から： m ざめた tt 
パチ(母パチ)は、単独で槊造りをし、幼虫を宵て 
ます"エサはアゲハチョウやガの幼虫を•大アゴで 
«みくだき、肉だんごにして粜に持ち « s り、与えます 
やがて生まれて来た«きバチの^^で、#1 S — やし、 
1111体数も增加して、盛 S の頃は、数百匹のハチの大 
家族になります。£の終り頃母パチが死にます"秋 
には，次代の母パチと雄バチが牛まれ、交： S をし、 
授«した母パチは、集団で朽木の洞穴内などにもぐ 
り込んで春の訪れまで眠ります"残された雄パチや、 
働きバチも秋の終り頃までに死に、巣は空になつて、 
二度と使われません。一 r 〇年故には、立川^:にも 
窄地が多く •何 M かのアシナガパチがすんでいまし 
たが、今では珍しくなりました" 

















